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ヒーローショー

オープニングセレモニー

シンポジウム

よい歯のコンクール表彰

　
屋
外
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
行
わ
れ
た
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
は
、
町
民
の
歌
斉

唱
で
始
ま
り
、
「
保
健
・
福
祉
事
業
功
労

者
」
「
３
歳
児
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
及

び
親
と
子
の
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞

者
」
「
高
額
寄
付
者
」
へ
表
彰
状
や
感
謝

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
の
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
キ
ッ
ズ
ダ

ン
ス
、
腹
話
術
、
ヒ
ー
ロ
ー
シ
ョ
ー
、
ミ

ニ
コ
ン
サ
ー
ト
、
円
仁
太
鼓
な
ど
の
発
表

が
行
わ
れ
、
入
場
者
の
方
々
も
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
で
は
、
１
階
ホ

ー
ル
に
て
町
医
師
会
・
壬
生
町
共
催
に
よ

る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
認
知
症
で
こ
ま
っ
た

ら
」
が
行
わ
れ
、
多
く
の
聴
衆
を
集
め
ま

し
た
。
ま
た
、
「
骨
密
度
測
定
」
や
「
歯

科
相
談
」
、
「
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
」

に
も
多
く
の
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　
２
階
で
は
子
供
た
ち
の
為
の
コ
ー
ナ
ー

が
中
心
で
、
「
こ
ど
も
の
身
体
測
定
」
や

「
缶
バ
ッ
ジ
づ
く
り
」
、
「
ス
ト
ラ
ッ
ク

ア
ウ
ト
」
な
ど
が
人
気
で
し
た
。

　
屋
外
会
場
で
も
各
模
擬
店
は
沢
山
の
人

で
賑
わ
い
、
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
は
車
い
す
、

手
話
、
点
字
な
ど
の
体
験
を
す
る
方
も
多

く
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
年
も
町
内
の
中
学
生
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
参
加
し
て
も
ら
い
、
会
場
案
内

や
受
付
、
着
ぐ
る
み
に
扮
し
て
子
供
た
ち

と
の
交
流
と
多
々
活
躍
し
ま
し
た
。
来
場

者
か
ら
声
が
掛
け
ら
れ
る
こ
と
も
多
く
、

大
好
評
で
し
た
。

壬
生
町
長
表
彰
　
（
敬
称
略
）

壬
生
町
社
会
福
祉
協
議

会
長
表
彰
　
（
敬
称
略
）

◎
保
健
福
祉
功
労
者
表
彰

○
保
健
功
労
者

●
廃
棄
物
部
門

　
い
ず
み
自
治
会

○
福
祉
功
労
者

●
障
が
い
者
援
護
功
労
者
部
門

　
稲
葉
　
重
男

●
障
が
い
者
自
立
更
生
者
部
門

　
花
見
　
翔
　
　
　
早
川
　
高
志

●
老
人
ク
ラ
ブ
育
成
功
労
者
部
門

　
小
菅
　
安
彦
　
　
安
田
　
豊
治

　
大
橋
　
良
平
　
　
角
田
　
英
夫

　
塚
本
　
一
美

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労
者
部
門

　
淀
川
　
益
夫
　
　
小
牧
　
幸
子

　
プ
ラ
チ
ナ
☆
キ
ッ
ズ

　
亀
田
　
登
美
子

●
法
人
及
び
施
設
部
門

　
公
益
社
団
法
人
栃
木
県
看
護
協
会

　
と
ち
ぎ
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
み
ぶ

●
そ
の
他
（
訪
問
介
護
）

　
飯
塚
　
ス
ミ
　
　
駒
井
　
啓
子

　
　
橋
　
文
子
　
　
軽
部
　
文
子

　
橋
本
　
信
子
　
　
安
納
　
春
美

　
小
平
美
智
子
　
　
小
林
　
敏
子

　
松
尾
　
一
枝
　
　
福
田
　
峰
子

　
齋
藤
ト
ミ
子
　
　
　
山
チ
ト
セ

　
賀
長
ひ
と
み
　
　
上
野
カ
ヅ
子

　
寺
内
　
和
子

◎
社
会
福
祉
協
議
会
高
額
寄
附
者

　
表
彰

○
15
万
円
以
上
の
金
銭
寄
附
者
　

　
壬
生
町
公
民
館
ま
つ
り
実
行
委
員
会

　
壬
生
町
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

　
両
毛
ヤ
ク
ル
ト
販
売
㈱

　
お
も
ち
ゃ
の
ま
ち
キ
リ
ス
ト
教
会

　
安
田
豊
治

　
壬
生
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会

　
加
藤
国
夫
音
楽
事
務
所

○
15
万
円
以
上
の
金
銭
及
び
物
品

　
寄
附
者

　
安
生
歌
謡
教
室

　
10
月
26
日
（
日
）に
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー
・
シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
、

56
団
体
の
協
力
の
も
と
、
「
第
30
回
壬
生

町
健
康
ふ
く
し
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
約
５，
０

０
０
人
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

や
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と
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は
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こ



「第30回壬生町健康ふくしまつり」へ出店しました！　
　ふ.る.るMibu JLC会員（中学生及び青少年）が上記のふくしまつりへ出店（射的やボーリング
を楽しめるコーナー）を行いました。参加した会員は出店活動を通して地域住民とふれあう機会
をもつことができました。また、接客に伴う心構えや具体的方法を学ぶことができる貴重な経験
となりました。今回の活動を通して、今後のジュニアリーダーとして独自の活動や社会福祉活動
の実践に生かせると期待しています。ご協力下さった皆さんありがとうございました。

　 「健康ふくしまつり～参加者の声～」
・天気が非常に良く、暑い中のお仕事となりましたが、仲間と協力しながら楽しく過ごせたと思います。
　お仕事の大変さを改めて実感しました。楽しい一日になりました。ありがとうございました。
・思っていたよりたくさんの人が来てくれて、うれしかった。一度にたくさん来たときは大変だったけど、
　達成感があってよかった。他の人と協力してできて、仲良くなれた人もいたし、家族もゲームをやりに
　きてくれたりしていい思い出になった。
・接客をしたりするのが大変だったけどやりがいのある仕事でした。次のボランティアはもっとうまく接
　客できるように、がんばりたいです。
・今日一日参加できてすごく楽しかったです。商売の難しさを学事ができました。そして、お客さんの笑
　顔を見ることができて幸せだと感じました。本当に楽しくて、勉強になりました。
・小さい子どもから大人までたくさんの人が訪れてくれてとても嬉しかった。また、このような機会があ
　ったら参加したい。
・最初はお客さんが来てくれるか不安でしたが、けっこうたくさんの方が来てくださったのでうれしかっ
　たです。自分達で考えて動くことができたと思います。
・たくさんのお客さんとふれあえて、とても楽しかったです。やっている途中、いろいろなことに気が付
　くことができました。
・楽しそうにボウリングや射的をやってくれていたのでこちらもうれしかった。協力しながらできたので
　よかった。自分も楽しめたので良い思い出になった。

壬生町教育委員会ホームページでも
ふ.る.るMibuJLCによる地域活動の情報を発信しています 検 索壬生町教育委員会生涯学習課

JLC通信通信

発行：壬生町教育委員会事務局生涯学習課
〒321-0292　壬生町通町12-22
TEL 0282-81-1873 / FAX 0282-82-0935
E-mail : gakusyu@town.mibu.tochigi.jp

クラブクラブ版クラブ版
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た   

な
か 

さ
く 

ぞ
う

　
10
月
１
日（
土
）、
犯
罪
や
交
通

事
故
の
な
い
、
明
る
く
豊
か
に
暮

ら
せ
る
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
て
、
壬
生
町
・
壬
生

町
交
通
安
全
協
会
（
田
中
作
蔵
会

長
）
・
壬
生
町
防
犯
組
合
連
絡
協

議
会
（
森
島
淳
会
長
）
主
催
に
よ

る
「
第
10
回
壬
生
町
安
全
・
安
心

町
民
大
会
」
が
城
址
公
園
ホ
ー
ル

（
壬
生
中
央
公
民
館
）
に
お
い
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
８
月
末
現
在
の
栃
木
県
内

犯
罪
発
生
件
数
は
、
８
６
９
６
件

と
昨
年
度
に
比
べ
１
１
４
３
件
減

少
し
、
交
通
事
故
発
生
件
数
も
、

３
５
４
７
件
と
昨
年
度
に
比
べ
、

5
6
１
件
減
少
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
当
町
の
８
月

末
現
在
の
犯
罪
発
生
状
況
は
、
１

５
２
件
と
昨
年
に
比
べ
１
件
増
加
、

特
に
空
き
巣
や
忍
び
込
み
が
16
件

と
昨
年
に
比
べ
12
件
も
多
く
発
生

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
当
町
の
交
通
事
故
に
お

い
て
は
、
昨
年
と
比
べ
発
生
件
数

は
５
件
減
の
56
件
、
負
傷
者
数
は

３
名
減
の
77
名
と
共
に
減
少
い
た

し
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
交
通

事
故
で
１
名
の
尊
い
命
を
失
っ
て

お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
こ
の
大
会
を

契
機
に
安
全
で
安
心
な
地
域
社
会

づ
く
り
の
意
識
を
高
め
、
犯
罪
や

交
通
事
故
の
抑
止
に
努
め
る
と
と

も
に
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が
人
命

尊
重
を
理
念
と
し
、
明
る
く
住
み

良
い
豊
か
な
町
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
、
こ
の
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
大
会
で
は
、
防
犯
・
交
通
安
全

功
労
者
や
交
通
・
防
犯
ポ
ス
タ
ー

及
び
交
通
安
全
作
文
・
安
全
マ
ッ

プ
入
選
者
等
の
表
彰
が
行
わ
れ
た

他
、
壬
生
小
学
校
３
年
・
青
木
愛

さ
ん
、
壬
生
小
学
校
５
年
・
小
口

陽
菜
さ
ん
、
南
犬
飼
中
学
校
１
年
・

小
畑
斗
和
さ
ん
の
３
名
が
交
通
安

全
作
文
の
最
優
秀
賞
受
賞
者
と
し

て
、
作
文
の
朗
読
を
し
ま
し
た
。

ま
た
、
栃
木
県
防
犯
協
会
女
性
部

の
み
な
さ
ん
に
よ
る
寸
劇
「
振
り

込
め
詐
欺
に
合
わ
な
い
た
め
に
」

を
上
演
し
、
盛
大
な
拍
手
を
受
け

ま
し
た
。

　
こ
の
他
に
も
、
中
ホ
ー
ル
で
は

ポ
ス
タ
ー
や
作
文
の
展
示
が
行
わ

れ
、
防
犯
組
合
役
員
に
よ
る
防
犯

ぬ
り
え
や
、
交
通
安
全
母
の
会
に

よ
る
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
、
県
く
ら
し

安
全
安
心
課
職
員
に
よ
る
自
転
車

シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
体
験
コ
ー
ナ
ー

が
設
け
ら
れ
、
大
変
好
評
で
し
た
。 

も
り
し
ま  

あ
つ
し

あ
お  

き   

あ
い

こ  

ぐ
ち 

お  

ば
た   

と    

わ

は
る  

な
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壬
生
地
区
防
犯
組
合

　
永
野
　
春
男
　
　
山
縣
　
博
司

　
内
堀
　
俊
幸

稲
葉
地
区
防
犯
組
合

　
荒
川
　
正
一
　
　
青
木
え
り
子

　
賀
長
　
勝
彦

南
犬
飼
地
区
防
犯
組
合

　
伊
達
　
幸
雄
　
　
日
　
　
和
碩

睦
地
区
防
犯
組
合

　
高
原
　
宏
志
　
　
伊
東
　
孝

　
粂
川
　
一
夫
　

　
浅
野
　
一
枝
　
　
　
井
　
奈
七
美

　
楡
木
　
健
二

　
社
会
福
祉
法
人
慈
覚
大
師
会
　
壬
生
寺
保
育
園

交
通
指
導
員
勤
続
７
年

　
浅
香
　
正
明
　
　
笠

寄
贈

壬
生
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

　
○
最
優
秀
賞

　
　
海
老
沼
陽
雄
（
藤
井
小
１
年
）

　
　
岸
　
　
汐
莉
（
壬
生
小
２
年
）

　
　
青
木
　
愛
　
（
壬
生
小
３
年
）

　
　
葭
葉
　
天
音
（
壬
生
東
小
４
年
）

　
　
富
塚
　
隼
成
（
壬
生
小
５
年
）

　
　
岸
　
　
文
菜
（
壬
生
小
６
年
）

　
　
小
林
　
幹
汰
（
南
犬
飼
中
１
年
）

　
　
渡
邊
な
つ
み
（
南
犬
飼
中
２
年
）

　
　
熊
倉
　
花
恋
（
南
犬
飼
中
３
年
）

　
○
優
秀
賞

　
　
大
橋
つ
ば
さ
（
安
塚
小
１
年
）

　
　
藤
原
　
琉
聖
（
壬
生
小
２
年
）
　

　
　
平
野
莉
央
奈
（
壬
生
東
小
２
年
）
　

　
　
草
野
　
樹
　
（
壬
生
東
小
３
年
）

　
　
田
村
　
虹
海
（
壬
生
北
小
３
年
）

　
　
小
谷
野
耀
太
（
藤
井
小
４
年
）

　
　
前
原
　
遙
人
（
稲
葉
小
４
年
）

　
　
佐
藤
　
莉
彩
（
壬
生
東
小
５
年
）

　
　
福
田
　
湊
斗
（
安
塚
小
５
年
）

　
　
小
林
　
茉
央
（
壬
生
小
６
年
）

　
　
梁
島
　
晴
登
（
稲
葉
小
６
年
）

　
　
岸
　
　
乃
亜
（
壬
生
中
１
年
）

　
　
田
中
　
侑
奈
（
南
犬
飼
中
２
年
）

　
　
篠
原
　
花
織
（
壬
生
中
３
年
）

　
　

　
○
最
優
秀
賞

　
　
木
野
内  

崇
一
朗
（
羽
生
田
小
１
年
）

　
　
中
嶋
　
希
愛
（
稲
葉
小
２
年
）

　
　
石
塚
　
伊
織
（
壬
生
東
小
３
年
）

　
　
蓮
見
　
聖
七
（
壬
生
小
４
年)

　
　
茂
田
井
里
咲
（
壬
生
北
小
５
年)

　
　
中
川
眞
乃
介
（
安
塚
小
６
年
）

　
　
小
泉
　
佑
芽
（
南
犬
飼
中
１
年
）

　
　
大
和
　
珠
莉
（
壬
生
中
２
年
）

　
　
河
原
　
瑠
璃
（
壬
生
中
３
年
）

　
○
優
秀
賞

　
　
中
沖
　
太
翼
（
安
塚
小
２
年
）

　
　
手
塚
　
美
緒
（
壬
生
小
３
年
）

　
　
黒
川
陽
海
斗
（
藤
井
小
３
年)

　
　
江
俣
　
浩
希
（
壬
生
東
小
５
年)

　
　
齋
藤
さ
く
ら
子
（
壬
生
東
小
５
年)

　
　
小
野
　
夢
奈
（
安
塚
小
６
年)

　
　
山
内
　
花
音
（
睦
小
６
年)

　
　
清
水
　
愛
心
（
壬
生
中
１
年
）

　
　
古
澤
　
歩
　
（
壬
生
中
２
年
）

　
　
上
田
　
遥
菜
（
壬
生
中
３
年
）

　
○
最
優
秀
賞

　
　
青
木
　
愛
　
（
壬
生
小
３
年
）

　
　
小
口
　
陽
菜
（
壬
生
小
５
年
）

　
　
小
畑
　
斗
和
（
南
犬
飼
中
１
年
）

○
優
秀
賞

　
　
浅
井
　
陽
人
（
稲
葉
小
２
年
）

　
　
上
田
　
琴
子
（
壬
生
北
小
２
年
）

　
　
峯
　
　
碧
未
（
壬
生
東
小
５
年
）

　
　
小
川
　
紗
愛
（
睦
小
６
年
）

　
　
木
野
内
琴
音
（
壬
生
中
２
年
）

　
　
千
葉
　
優
太
（
壬
生
中
２
年
）

　
○
最
優
秀
賞

　
　
尾
野
　
莉
亜
（
壬
生
東
小
１
年
）

　
　
　
山
優
妃
奈
（
安
塚
小
２
年
）

　
○
優
秀
賞

　
　
毛
塚
　
敦
紀
（
壬
生
小
１
年
）

　
　
山
菅
　
優
衣
（
壬
生
東
小
１
年
）

　
　
大
木
　
開
世
（
安
塚
小
４
年
）

交
通
安
全
功
労
者
表
彰
受
賞
者

（
敬
称
略
）

防
犯
功
労
者
表
彰
受
賞
者

（
敬
称
略
）

交
通
安
全
功
労
団
体
表
彰
受
賞
団
体

（
敬
称
略
）

防
犯
ポ
ス
タ
ー
入
選
者
（
敬
称
略
）

交
通
安
全
作
文
入
選
者
（
敬
称
略
）

感
謝
状
受
賞
者
（
敬
称
略
）

交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
入
選
者 

（敬
称
略
）

安
全
マ
ッ
プ
入
選
者
（
敬
称
略
）
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壬
生
町
消
防
団
通
常
点
検

壬
生
町
消
防
団
通
常
点
検

壬
生
町
消
防
団
通
常
点
検

壬
生
町
消
防
団
通
常
点
検

壬
生
町
消
防
団
通
常
点
検

が
行
わ
れ
ま
し
た

栃
木
県
消
防
協
会
長
表
彰

栃
木
県
消
防
協
会
下
都
賀
支
部
長
表
彰

石
橋
地
区
消
防
団
連
絡
協
議
会
長
表
彰

壬
生
町
長
感
謝
状

平
成
28
年
度
通
常
点
検
表
彰
者
名
簿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

 ◎
功
績
章
 
 

第
一
分
団
 
分
団
長
 
　
　
戸
　
　
勝
巳

◎
勤
続
章（
10
年
） 

第
一
分
団
第
二
部
 
団
員
 
黒
川
　
裕
正

第
三
分
団
第
四
部
 
団
員
 
渡
邉
　
徹

第
三
分
団
第
五
部
 
団
員
 
山
田
　
武
志

◎
功
績
章（
8
年
） 

第
三
分
団
第
三
部
 
団
員
 
臼
井
　
亮
介

第
三
分
団
第
三
部
 
団
員
 
臼
井
　
聡
史

第
三
分
団
第
三
部
 
団
員
 
齊
藤
　
貴
文

第
三
分
団
第
四
部
 
団
員
 
佐
久
間
　
修

◎
勤
続
章（
５
年
） 

第
二
分
団
 
副
分
団
長
 
　
篠
原
　
隆
秀

第
一
分
団
第
一
部
 
団
員
 
芦
澤
正
人
志

第
一
分
団
第
一
部
 
団
員
 
福
田
　
友
之

第
一
分
団
第
一
部
 
団
員
 
稲
葉
　
匡
紀

第
一
分
団
第
二
部
 
団
員
 
成
井
　
誠

第
一
分
団
第
二
部
 
団
員
 
松
本
　
浩
利

第
一
分
団
第
二
部
 
団
員
 
塚
本
　
猛

第
一
分
団
第
三
部
 
団
員
 
荒
川
　
正
行

第
一
分
団
第
四
部
 
団
員
 
高
橋
　
栄

第
一
分
団
第
四
部
 
団
員
 
杉
野
　
健
司

第
一
分
団
第
五
部
 
団
員
 
戸
崎
　
泰
秀

第
二
分
団
第
一
部
 
部
長
 
石
島
　
正
幸

第
二
分
団
第
一
部
 
班
長
 
阿
久
津
達
也

第
二
分
団
第
一
部
 
団
員
 
相
澤
　
正
大

第
二
分
団
第
二
部
 
団
員
 
森
友
　
勝

第
二
分
団
第
二
部
 
団
員
 
江
田
　
昌
敏

第
二
分
団
第
二
部
 
団
員
 
板
子
　
哲
久

第
二
分
団
第
三
部
 
部
長
 
石
川
　
耕
一

第
二
分
団
第
三
部
 
班
長
 
別
井
　
俊
則

第
二
分
団
第
四
部
 
団
員
 
大
　
　
敏
博

第
二
分
団
第
四
部
 
団
員
 
手
塚
　
恵
守

第
二
分
団
第
五
部
 
団
員
 
梁
島
　
章

第
二
分
団
第
五
部
 
部
長
 
佐
藤
　
紀
貴

第
二
分
団
第
五
部
 
団
員
 
岩
本
　
幸
一

第
三
分
団
第
一
部
 
団
員
 
中
村
　
一
雄

第
三
分
団
第
一
部
 
団
員
 
森
田
　
信
勝

第
三
分
団
第
一
部
 
団
員
 
弓
田
　
直
道

第
三
分
団
第
二
部
 
団
員
 
粂
川
　
雅
史

第
三
分
団
第
三
部
 
団
員
 
瓦
井
　
孝
夫

第
三
分
団
第
四
部
 
部
長
 
日
下
　
剛

第
三
分
団
第
四
部
 
団
員
 
中
山
　
重
明

第
三
分
団
第
四
部
 
団
員
 
松
嶋
　
伸
高

第
三
分
団
第
五
部
 
団
員
 
橋
本
　
秀
夫

　
ポ
ン
プ
車
 
　
第
一
分
団
第
一
部
 
 

　
小
型
ポ
ン
プ
　
第
二
分
団
第
五
部

◎
勤
続
章
10
年
　

栃
木
県
消
防
協
会
長
表
彰
と
同
じ

◎
勤
続
章
５
年

栃
木
県
消
防
協
会
下
都
賀
支
部
長
表
彰
と
同
じ

◎
纏
　
賞
　
　
　
第
一
分
団
 
第
一
部

◎
優
良
部
　

　
ポ
ン
プ
車
 
　
第
二
分
団
 
第
一
部

　
小
型
ポ
ン
プ
　
第
二
分
団
 
第
五
部

◎
努
力
部
　

　
ポ
ン
プ
車
 
　
第
三
分
団
 
第
一
部

　
小
型
ポ
ン
プ
　
第
三
分
団
 
第
五
部

◎
平
成
27
年
度
退
団
者

　
　
　
　
　
　
　
田
中
　
久
　
他
41
名

◎
消
火
協
力
者
　
手
打
ち
そ
ば
甚
作
 
　

　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
　
豊

◎
消
火
協
力
者
　
㈲
市
川
工
務
店

◎
消
火
協
力
者
　
旭
化
成
カ
ラ
ー
テ
ッ
ク
㈱

◎
防
火
水
槽
土
地
協
力
者

　
　
　
　
 
 
 
大
塲
　
文
雄

◎
消
防
団
特
別
協
力
者

　
　
　
　
　
　
 
清
野
輝
夫

　
　
　
　
 
　
　
（
株
）平
成
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

◎
内
助
の
功
　
　
山
田
　
景
子
　
令
夫
人

壬
生
町
長
表
彰
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壬
生
町
消
防
団
（
関
本
和
夫
団
長
 
以
下
2
0
3
名
）
に
よ
る
壬
生
町

消
防
団
通
常
点
検
が
10
月
９
日（
日
）に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
東
雲
公
園
多
目
的
広
場
に
お
い
て
、
消
防
関
係
殉
職
者
に
対
し
黙
祷
を

捧
げ
た
後
、
多
数
の
御
来
賓
臨
席
の
も
と
、
人
員
並
び
に
服
装
点
検
、
機

械
器
具
点
検
、
ポ
ン
プ
操
法
点
検
並
び
に
放
水
点
検
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
小
菅
一
弥
町
長
よ
り
講
評
が
行
な
わ
れ
、
続
い
て
、
多
年
に

わ
た
り
勤
続
し
た
団
員
や
、
退
団
者
、
消
防
業
務
協
力
者
な
ど
の
表
彰
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
蘭
学
通
り
に
お
い
て
、
多
く
の
人
が
見
守
る
中
、
消
防
団
本

部
役
員
、
消
防
団
員
、
消
防
団
車
両
、
石
橋
地
区
消
防
組
合
消
防
車
両
等

に
よ
る
分
列
行
進
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
分
列
行
進
後
に
は
役
場
駐

車
場
に
お
い
て
、
消
防
車
両
の
展
示
や
、
放
水
体
験
が
で
き
る
消
防
フ
ェ

ア
が
行
な
わ
れ
、
た
く
さ
ん
の
家
族
連
れ
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。



　町内の小・中学校から募集しました「納税に関するポスター標語」を、「税を考える週間」（11月11
日から17日）に合わせて、役場住民課窓口前の町民ホールに展示しました。
　これは、次代を担う児童・生徒が夏休み期間中に「納税に関するポスター標語」を作成することにより、
家族みんなで税について考え、税についてより関心と理解を深めていただこうと、町内の小学６年生と
中学２年生を対象に毎年実施しているものです。
　今年は679点の応募があり、最優秀賞各１点、優秀賞各５点及び佳作各10点を表彰し、その中から最
優秀賞及び優秀賞各６点（計12点）を展示しました。

税を考える週間（11月11日～17日）

納税の推進に関するポスター標語納税の推進に関するポスター標語納税の推進に関するポスター標語

【小学生の部】　最優秀賞　睦小6年　花田　美咲

最優秀賞（1点）
「税金でみんな安心明るい未来」
　　　　　　　　　　　睦小６年　　花田　美咲
優 秀 賞（5点）
「税金でみんなでつくろうすてきな社会」
　　　　　　　　　　　壬生小６年　伊藤　媛香　
「税金はくらしを変える第一歩」
　　　　　　　　　　　壬生小６年　野中　彩愛　
「人のため世の中のため役立っている。それは税金！！」
　　　　　　　　　　　藤井小６年　黒川　綾斗
「税金でみんなの願う町作り」
　　　　　　　　　　　睦小６年　　柏木奈津美
「納税で笑顔あふれる元気な町へ」
　　　　　　　　　　　安塚小６年　只野　翔慎　

最優秀賞（1点）
「税金でつくる美しい日本」
　　　　　　　　　　南犬飼中２年　八木沢瞳也
優 秀 賞（5点）
「税金で笑顔あふれる町づくり」
　　　　　　　　　　壬生中２年　　小林　千草
「納税で日本が変わる」
　　　　　　　　　　壬生中２年　　篠原　瑞季
「納税で笑顔の花を咲かせよう」
　　　　　　　　　　壬生中２年　　高橋　紗彩
「納税で築く未来に笑顔咲く」
　　　　　　　　　　南犬飼中２年　宇賀神里菜
「納税で変わる街の未来」
　　　　　　　　　　南犬飼中２年　森本　峻世

はな  だ           み   さき   や     ぎ   さわ とう  や

   い  とう 　     ひめ  か

  の   なか        あや   な

くろ  かわ        あや   と

かしわぎ    な     つ    み

ただ   の        しょう  ま

  こ ばやし        ち   ぐさ

しの  はら         みず  き

たか  はし          さ    や

  う     が   じん  り    な

もり  もと        みち  とし

【中学生の部】　最優秀賞　南犬飼中2年　八木沢　瞳也

田んぼまわりの生き物調査田んぼまわりの生き物調査田んぼまわりの生き物調査
　９月24日（土）に羽生田地区の「夢・はにしの里協議会（川島芳之会長）」、
10月10日（月）に下稲葉地区の「下稲葉・水と緑を守る会（鯉沼正男会長）」、
10月15日（土）に上稲葉地区の「上稲葉・自然を守る会（大塲文雄会長）」
による第２回生き物調査が行われました。この調査は、地域の環境保
全の向上を促進するため、身近な水路や田んぼの中にどんな生き物が
棲んでいるかを調査するもので、地元の小学生たちや地域の方々が参
加しました。
　秋空のもと、子どもたちは網を持って水路に入ると、水中の生き物
をたくさん採取しました。その後、アドバイザー（羽生田地区：柳澤
祥子氏、下稲葉地区：二瓶義彦氏、上稲葉地区：田中栄一氏）から捕
獲した生き物についての説明を受け、調査の結果や感想を発表しました。
　羽生田地区では、オイカワ・カワムツ・ヨシノボリ・ゲンゴロウ･オ
タマジャクシなどが、下稲葉地区では、ウグイ・カマツカ・ドジョウ・
ナマズ･スジエビなどが、上稲葉地区ではタモロコ・ギンブナ・カワニナ・
ミズカマキリ・シジミなどが観察でき、地域の自然に対する関心が深
まる有意義なものとなりました。

かわしまよしゆき

こいぬままさ お

おお  ば ふみ  お

に   へいよしひこ た なかえいいち

やなぎさわ

さち  こ
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上稲葉地区

下稲葉地区

羽生田地区



秋の交通安全運動
町民総ぐるみ運動を実施

　秋の交通安全運動が9月21日から30日までの10
日間にわたり行われ、「夕暮れ時と夜間の歩行中・
自転車乗用中の交通事故防止」「後部座席を含めた
全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正
しい着用の徹底」「飲酒運転の根絶」「子どもや高
齢者に優しい３Ｓ運動の推進」を重点項目として街
頭広報や啓発活動を行い、交通ルールの遵守と正し
い交通マナーを促しました。

地域安全運動で
街頭啓発活動を実施

　10月11日から20日まで行われた全国地域安全運
動に合わせ、町内４地区防犯組合（壬生地区・稲葉
地区・南犬飼地区・睦地区）では、「自転車盗」や「特
殊詐欺」等の身近な犯罪を防止するため、町内のス
ーパーマーケット等において、チラシや広報品を配
布し、地域の犯罪防止を呼び掛けました。

みぶハイウェーパークで広報活動　壬生町交通安全母の会
　10月８日（土）、みぶハイウェーパークにて、壬生町
交通安全母の会（大垣光枝会長）が広報活動を行いました。
　町内だけでなく町外の交通安全も願い、交通安全広報チ
ラシや広報品を配布しました。当日は、みらい館のイベン
ト開催中であったことから、多くの来場者があり会員の皆
さんは、ひとり一人に交通安全を呼びかけていました。

10

第23回 高齢者交通安全のつどい
壬生町交通安全協会女性部
　９月27日（火）、壬生町保健福祉センターにて、壬
生町交通安全協会女性部（高山祐子部会長）が高齢
者交通安全のつどいを開催しました。
　このつどいは、多発する高齢者の交通事故を未然
に防ごうと注意を呼びかける目的で行われたもので、
多くの高齢者の方の参加をいただきました。

たかやままさ こ

　壬生町交通安全母の会では、一緒に活動していただける方
を募集しております。
◎問合せ先　町民生部生活環境課くらし安心係　 81－1826

おおがきみつえ
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空手道大会入賞
　９月19日（月）、国際空手道連盟極真会館主
催、2016栃木県空手道大会思川杯が県南体
育館で開催されました。本大会は栃木県内の
ほか、近県の選手も多数参加し、壬生教室か
らは兄弟の早乙女 侑弥くん（壬生小学校３年）、
早乙女 尚弥くん（メリーランド保育園年長）、
そして渡邉　光大くん（壬生寺保育園年長）
が出場し、ともに好成績を修めました。

　10月８日（土）、町総合運動場におきまして、町内外の学童
野球チーム（17団体、約250名）が参加し野球教室が開催さ
れました。
　この教室は、ＮＴＴ東日本栃木支店が地域スポーツ振興へ
の貢献などを目的に開催し、町野球協会や壬生町を野球で盛
り上げる会などが後援を行いました。　　
　当日は、都市対抗野球で活躍されているＮＴＴ東日本野球
部の選手が子どもたちに対しキャッチボールや守備、バッテ
ィングなど丁寧に指導していました。
　参加した子どもたちは、指導者と交流したりプロ級の投球や
バッティングを見たりして驚きと感動でいっぱいの一日でした。

　９月25日（日）、第12回栃木県障害者スポーツ大会が開催されま
した。この大会は障害者の自立と社会参加を促進することを目的
として、毎年行われております。「社会福祉法人せせらぎ会」の
メンバーが大会当初からソフトボールの競技に参加しています。
　今回は、緊張する試合が展開され、冷や汗をかくような熱戦が
繰り広げられました。
　初戦では甘い投球をすると狙いを定めたかのように外野に飛び、
点数が二桁に入ったときは負けを意識してしまいましたが「かえ
で寮」のあきらめない姿勢で粘り勝ちしました。
　決勝戦でも落ち着いた気持ちで自分たちのプレーをし、コール
ド勝ちで大会４連覇という記録を作りました。選手の皆様、４連
覇おめでとうございます！

幼　年
　型の部　　優　勝　渡邉　光大
　　　　　　三　位　早乙女尚弥

幼　年
　組手の部　優　勝　早乙女尚弥
　　　　　　準優勝　渡邉　光大

小学３年生チャレンジクラス
　組手の部　優　勝　早乙女郁弥 左より渡邉光大・早乙女郁弥・早乙女尚弥

そう と   め  なお  や

そう と   め    いく  や

わたなべ     こうだい

学童野球教室が開催されました学童野球教室が開催されました学童野球教室が開催されました

せせらぎ学園、障害者スポーツ大会ソフトボール部門4連覇！

　栃木県では、“子どもを育むための大人の基本理念や行動指針”として、平成22年
２月に「とちぎの子ども育成憲章」を制定しました。
　この憲章は、県民が力を合わせて子どもたちを健全に育てていくために、大人が具
体的に取り組む姿勢を分かりやすく示しています。
　是非、子どもたちが夢や希望を持ち心豊かでたくましく成長するために、私たち大
人が積極的に子どもたちと関わっていきましょう。
　なお、毎年11月は、「子ども・若者育成支援強化月間」となっております。

～大人の責任と役割～
　　憲章の理念を実践しましょう！



　壬生町農業委員会（梁島源智会長）は、10月20
日（木）に町長室を訪れ、要望書を提出しました。
　平成28年４月から農業委員会等に関する法律の改
正法が施行され、新たに農地等の利用の最適化の推
進に関する事項について具体的な意見を提出するこ
ととされたため、「耕作放棄地対策」「担い手育成
対策」「就農者への支援」「有害鳥獣対策」の４項
目について要望しました。

　10月13日（木）、壬生町総合運動場南グラウンドにおいて、
壬生町防犯組合連絡協議会（森島淳会長）主催による地
域安全グラウンドゴルフ大会が開催されました。
　これは、高齢者を対象とした犯罪が増加している中、
地域安全・防犯意識の高揚を目的に開催したもので、壬
生町グラウンドゴルフ協会の協力のもと、79名が参加し
熱戦を繰り広げていました。
　休憩時間を利用して、栃木警察署　西本生活安全課長
から身近な犯罪防止や振り込め詐欺などの被害に遭わな
いための心構えについて講話を受けたりと、地域の安全
安心へ関心を高めました。

町民活動支援センター（みぶりん）で第５回活動発表会を開催
　10月２日（日）町保健福祉センターで、「第５回みぶりん活動発
表会」を開催しました。
　各団体の発表では、日頃からの活動状況や活動成果等がスクリ
ーンに映し出され、参加者は、それらを熱心に聞き入っていました。
　今回は、「手話サークルたんぽぽ」、「川の日を国民の祝日に
しよう会」及び「壬生民話ふくべの会」の３団体と山崎治行氏に
よる「壬生町の野生植物」と題した発表が行われ、初めての試み
として、手話通訳や要約筆記を取り入れました。
　参加された方々からは、「皆様熱心でパワーをいただいた」
「各団体とも活動内容がすばらしい」「もっと多くの方に聞いて
貰えるよう、このような機会をさらに設けていただきたい」等の
ご意見ご感想をいただきました。

12

人権擁護委員に北見修氏が再委嘱
　北見修氏が、平成28年10月１日付けで法務大臣から人権擁護委員に再

委嘱されました。

　人権擁護委員は、地域の皆さんの人権に関する悩みごとなどの相談に応

じるほか、街頭啓発活動や小・中学生を対象とした人権講話・ビデオフォ

ーラムなどを通して、人権の大切さについての理解を深めてもらうなど、

人権意識の高揚にも務めています。

もりしまあつし

きた  み おさむ

第２３回　地域安全グラウンドゴルフ大会開催　壬生町防犯組合連絡協議会

壬生町農地利用最適化推進に関する意見及び平成29年度農業施策
並びに予算に関する要望書を提出

やなしまもとのり
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安塚地区コミュニティセンター周辺の環境整備を実施しました。

　10月16日（日）、壬生町保健福祉センターにおいて「第30回壬生町
健康ふくしまつり」が開催されました。
　その席上において、５月11日に行われた「平成28年度壬生町３歳
児よい歯のコンクール」で優秀な成績を修めた次の７組の方が表彰を
受けました。

　日　ヤスエさんが100歳の誕生日を９月２５日に迎えられたため、
町長がご自宅を訪問して敬老金を手渡しし、長寿をお祝いしました。
　大変お若くはつらつとされていて、ご家族とハワイ旅行に行かれ
てクルーズをしたり、北陸新幹線に乗ったりと外出を楽しまれてい
るそうです。たくさんのご家族に囲まれて幸せなのが長生きの秘訣
とおっしゃっていました。
　これからもますますお元気で長生きをしていただきたいと思って
います。

　安塚地区コミュニティ推進協議会では、環境美化活動の一
環として、９月28日（水）にコミュニティセンター周辺歩
道の草や駐車場の植え込みなど会員の皆様とやすづか保育園
の先生のご協力により、清掃を実施しました。
　また、今回は、老朽化したフェンスの塗装を町との協働作
業にて行いました。
　皆さん、頭髪や頬に塗料を付けながらの奮闘でしたが、終
わってみると周辺の景色までが明るくなり、大変きれいに仕
上げることができました。
　ご協力いただきました皆様に感謝申し上げるとともに、これ
からも、会員の皆様、そして町と協力しながら、魅力ある地域
づくりの一環として、環境美化に努めていきたいと思います。

特別敬老金　日　ヤスエさん100歳おめでとうございます。

３歳児よい歯の部
最優秀賞　五月女歩佳ちゃん
優秀賞　　越雲　琉成くん
優良賞　　大和田琉加ちゃん
優良賞　　神澤　晶文くん
優良賞　　細井　奏杜くん

親と子の部
最優秀賞　工藤麻由美さん・萌衣ちゃん
優秀賞　　黒子　円科さん・大葵ちゃん

壬生町３歳児よい歯のコンクール表彰受賞

　なお、７月７日に県で行われました第３次審査において五月女歩佳ちゃんは最優秀賞、
黒子円科さん・大葵ちゃんは優良賞を受賞されました。おめでとうございます。

そう  と   め  ほ の か

こしくも        る   い

おお  わ   だ   る   か

かんざわ      あきふみ

ほそ  い       かな  と

  く どう  ま   ゆ   み                     め   い

くろ  こ       まど  か                   だい  き

ひ　だか

壬生町では、10年以上本町に暮らし、100歳を迎えられた方に、特別敬老
金を贈り長寿を祝っております。平成４年４月から実施している事業です。
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壬生町青少年健全育成実施委員会では、
インターネットの危険から、子どもたちを守るための活動をしています
　10月14日（金）に壬生東小学校において、小学５
年生と保護者の方を対象に『KDDIスマホ・ケータ
イ安全教室』が開催されました。
　安全教室では、事例をもとに、どこが悪かったか、
どうすれば良かったかなどを子どもたちに考えさ
せながら、スマホやケータイの危険性などを学び
ました。また、困ったことが起きたら、すぐに先
生やご両親に相談することの重要性も学びました。
　児童と保護者が同時に講習会を受けることで、
今後のスマホ・ケータイの取り扱いについて話し
合うきっかけになることを期待します。

壬生東小学校での『KDDIスマホ・ケータイ安全教室』の様子 ◎問合せ先　町教育委員会事務局生涯学習課　　0282ー81ー1873

スマホやケータイの利用には、次のような注意が必要ですスマホやケータイの利用には、次のような注意が必要ですスマホやケータイの利用には、次のような注意が必要です

①相手がどう思うか考えましょう
　メールの文字だけでは、相手に気持ちを伝えるのはむずかしいです。冗
　談のつもりで送っても、あなたの顔は見えませんから、相手への思いや
　りを持ちましょう。
②相手がどんな人かわかりません
　インターネット上では、同じ学年、性別だと言ってくる「なりすまし」
　に気をつけましょう。悪い大人もいますから、会おうと言われたときは、
　必ずおうちの人に相談しましょう。
③情報が広がり、完全に消すことはできません。
　顔のわかる写真や住所などの個人情報を送ってはいけません。誰が見て
　いるかわからないのが、インターネットです。インターネットの情報は
　どんどん広がり、完全に消すことができませんので注意しましょう。
④困ったことは、ちゃんと大人の人に相談しましょう。
　無理に自分で解決しようとしないで、ご両親や先生に相談しましょう。
　また、トラブルから自分を守るためにフィルタリングサービスの利用を
　ご両親に相談しましょう。
⑤スマホやケータイ、ゲーム機の使いすぎに注意しましょう。
　夜遅くまでスマホなどは使わないようにしましょう。寝る時間を削って
　遊んでしまい、睡眠不足で病気になったり、勉強時間が減って成績が下
　がってしまったりします。



荒川嬉優ちゃん（H25.11.12生）右
  〃 優姫ちゃん（H21.８.22生） 左
  〃 慈優ちゃん（H24.３.２生）中央
　　　　　　　（台宿）

ゆ  め

あらかわ  き   ゆ

し ゆう
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ー
ズ

　
現
在
、
町
の
北
部
に
位
置
す
る
羽
生
田

地
区
に
は
、
既
に
消
滅
し
た
古
墳
も
含
め

約
80
基
の
古
墳
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

壬
生
全
体
で
は
約
２
８
４
基
の
古
墳
が
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
壬
生
町
で
も
っ

と
も
多
く
の
古
墳
が
集
中
す
る
地
区
の
一

つ
で
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
同
地
区
に
は

国
指
定
史
跡
の
茶
臼
山
古
墳
を
は
じ
め
県

内
で
も
大
型
古
墳
が
集
中
す
る
地
域
と
し

て
、
昔
か
ら
注
目
を
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
歴
史
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
明

治
年
間
に
明
治
政
府
の
地
誌
編
纂
事
業
と

し
て
始
め
ら
れ
た
、
羽
生
田
地
区
の
「
地

誌
編
集
材
料
取
調
書
」
に
よ
る
と
、
塚
の

項
目
に
三
つ
の
古
墳
が
記
録
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
れ
は
茶
臼
山
古
墳
、
長
塚
古
墳
、

そ
し
て
遠
見
塚
古
墳
で
す
。
茶
臼
山
古
墳

に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
「
…
地
形
南
北
少
し
く
楕
円
形
余
回
字

状
に
し
て
、
土
甕
を
以
て
三
層
回
る
な
り
、

一
回
毎
に
甕
を
以
て
回
し
、
里
人
今
に
穿

つ
こ
と
あ
る
と
き
古
甕
を
得
る
こ
と
有
り

…
」

　
注
目
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
時
す
で
に
地

元
の
人
々
は
巨
大
な
円
筒
埴
輪
が
墳
丘
の

周
り
に
三
周
め
ぐ
っ
て
い
る
こ
と
を
わ
か

っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
ま
た
古
墳
を
少
し

掘
り
下
げ
る
と
、
埴
輪
が
埋
も
れ
て
い
る

こ
と
も
理
解
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

　
こ
の
調
査
は
明
治
17
年
に
行
わ
れ
ま
し

た
が
、
そ
の
後
の
関
東
大
震
災
に
よ
り
多

く
の
資
料
が
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
た
め
、

公
に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
し
か
し
、
こ
の
下
調
べ
の
事
実
が
明
治

28
年
に
行
わ
れ
た
当
時
の
日
本
考
古
学
会

を
代
表
す
る
八
木
奘
三
郎
氏
に
よ
る
茶
臼

山
古
墳
の
学
術
発
掘
調
査
へ
と
引
き
継
が

れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
時
の
調
査
内
容
が
「
東
京
大
学
人

類
学
会
雑
誌
１
１
６
号
」
に
発
表
さ
れ
、

巨
大
な
円
筒
埴
輪
が
墳
丘
を
囲
む
よ
う
に

描
か
れ
た
絵
な
ど
か
ら
、
全
国
の
考
古
学

を
学
ぶ
者
た
ち
に
よ
り
栃
木
県
の
羽
生
田

地
区
は
さ
ら
に
注
目
を
あ
び
る
地
域
と
な

り
ま
し
た
。

　
こ
の
時
、
遠
見
塚
は
ま
だ
小
さ
な
塚
と

し
て
だ
け
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
次
回
は

そ
の
謎
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

かん た

寛大くん
（H26.12.29生）

おかむらゆめ  か

岡村夢花ちゃん
（H23.11.25生）（栄町）

くまくらあい  り

熊倉愛莉ちゃん
（H22.11.20生）
（六美町南部）

やなしまひさ  と

梁島尚豊くん
（H23.11.1生）
（下町）

ご とうみお

後藤澪くん
（H23.11.30生）

しゅん

洵くん
（H26.４.15生）

（三好町）

遠見塚古墳石室



町公式WEBも見てね！

○C TOMYTEC
イラスト：みぶなつき

マチイロ

表
紙
の
写
真

　
10
月
13
日
（
木
）に
、
稲
葉
小
学
校
と
い
な
ば
保
育
園

の
児
童
、
園
児
が
芋
掘
り
の
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

大
き
く
育
っ
た
さ
つ
ま
い
も
を
、
土
に
ま
み
れ
な
が
ら
も

力
い
っ
ぱ
い
引
き
抜
い
て
い
ま
し
た
。

壬生小４年
佐山　絢音

壬生小６年
野中　彩愛
の   なか       あや  な

さ  や ま     あ や  ね

スマホ用アプリ（旧ｉ広報紙）

Androidの方 iOSの方

　壬生町では、「広報みぶ」および「広報みぶおしらせ版」を平成27年度から配信
しています。いつでもどこでも、アプリで手軽に広報紙を読むことが出来ます。
※「ｉ広報紙」をご利用中の場合、アップデートによって新アプリに切り替わります
　ので、新たにダウンロードする必要はありません。
※アプリの使用は無料ですが、通信費は各回線ごとのご負担となります。
※広告が表示されますが、壬生町とは何ら関係ありません。
　マチイロに関するお問合せは　株式会社ホープ（　092ー716ー1404）まで

　こちらは「Tochigi ebooks」のＷＥＢサイトでも、スマートフ
ォンやパソコンで、電子書籍形式で、簡単に読むことができます。
　HPアドレス http://www.tochigi-ebooks.jp/
〇壬生町公式WEBにもＰＤＦ形式で掲載をしていますので、お
　読みください。
◎問合せ先　町総務部総合政策課情報広報係　 0282ー81ー1814

電子書籍ポータルサイト「Tochigi ebooks」でも
「広報みぶ、広報みぶおしらせ版」を掲載しています。

スマホ用アプリ「i広報紙」が「マチイロ」としてリニューアル！スマホ用アプリ「i広報紙」が「マチイロ」としてリニューアル！

・まちづくりの推進に役立てて欲しいと寄附がありま
した。
　壬生町　協栄産業株式会社様………………… 50万円

・社会福祉に役立てて欲しいと寄附がありました。
　壬生町文化協会　歌謡部　様………………  92,938円

第５回第５回 壬生町オープン壬生町オープン
ジュニアテニス大会結果ジュニアテニス大会結果
第５回第５回 壬生町オープン壬生町オープン
ジュニアテニス大会結果ジュニアテニス大会結果

小学校４年生以下（混合）
優　勝　松元　大和（下野市　古山小３年）

準優勝　手塚　舞　（芳賀町 芳賀東小２年）

まつもと　　やま  と

 て づか       まい

小学校６年生以下（混合）
優　勝　村田　賢祐（安塚小学校６年）

準優勝　野口　椋平（安塚小学校５年）

むら た        けんすけ

 の  ぐち    りょうへい

第５回 壬生町オープン
ジュニアテニス大会結果
10月10日（月）　町総合運動場テニスコート　参加者31名

スマートフォンやパソコンでお手軽に
「広報みぶ」「広報みぶおしらせ版」が読めます。


